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和歌山で見つけたもう一つの時間 

 
チ ブンケイ 

日本語・日本研修留学生 中国 

 

 日本に来る前、私は和歌山についてほとんど知らなかった。東京や大阪のような大都市

に比べると知名度は高くなく、日本人の友人に「和歌山へ留学する」と話しても、「和歌山

って何があるの？」と聞かれることがあった。しかし、和歌山大学で生活するようになっ

てから、私はこの町ならではの魅力を少しずつ感じるようになった。 

中国の大都市では、人々はいつも忙しく生活している。朝早く出勤し、夜遅く帰宅する

人も多い。電車の中ではスマートフォンを見ながら急いで移動し、食事も短時間で済ませ

ることが少なくない。私自身もそのような環境で育ち、速い生活リズムに慣れていた。 

一方、和歌山の生活はまったく異なる。電車の本数は少なく、店も早く閉まる。最初は

とても不便だと感じた。夜遅く買い物に行こうとしても店が閉まっていたことが何度もあ

る。しかし、その不便さの中で、私は今まで気づかなかった生活のあり方を知った。 

和歌山では、観光客もそれほど多くなく、町全体が静かなので、授業が終わった後は自

分で過ごし方を決め、図書館で勉強したり、食堂でゆっくり食事をしたりしながら、どこ

にいても落ち着いた時間を過ごすことができる。和歌山では、人々は急がず、自分の時間

を大切にしているように見える。中国の大都市では効率や競争が重視されることが多いが、

和歌山では穏やかな時間の流れの中で生活することができる。 

また、和歌山の人々の温かさも印象に残っている。留学したばかりの頃は日本語に自信

がなく、授業についていけるか不安だった。しかし、先生方や友人たちは分からないこと

を丁寧に教えてくれた。例えば、日本に来たばかりの頃、バスの乗り方がよく分からず、

一万円札しか持っていなかったため、降りる時に運賃を支払うことができなかった。その

時、近くにいた日本人の女性が何も言わずに私の運賃を払ってくれた。その親切な行動に

とても感動し、日本の人々の温かさを初めて実感した。 

また、授業では「理由」と「原因」の違いがなかなか理解できなかったことがあった。

その時、先生は二十分ほど時間をかけて丁寧に説明してくださった。さらに、先生は家に

帰ってからももう一度調べてくださり、次の授業では私が本当に理解できるように、多く

の例を挙げながらもう一度分かりやすく説明してくださった。その細やかな心遣いに深く

感謝している。  

留学生活の中で特に印象深かったのは、和歌祭への参加である。実際に神輿を担ぐ人々

の力強い掛け声や祭りの熱気を間近で体験し、日本の伝統文化が現在も地域社会の中で大

切に受け継がれていることを実感した。事前の授業では、和歌祭は 1622 年に徳川頼宣によ

って創始され、町人や農民も参加する祭礼として発展したこと、さらに時代の変化の中で

一度衰退しながらも、多くの地域住民の努力によって復興されてきた歴史を学んだ。現在

の和歌祭は、単なる観光イベントではなく、約 400 年の歴史を受け継ぐ地域の大切な文化

遺産であることを知り、実際に祭りを見たことで授業内容への理解もより深まった。また、

子どもから高齢者まで多くの人が役割を分担し、一つの祭りを支えている姿がとても印象
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的だった。地域全体が協力して伝統文化を守り続けていることに強く感動し、「祭りは地域

の人々をつなぐ存在」であることを実感した。そのため、今回の体験を通して、日本の地

域文化の魅力と伝統文化を継承することの大切さについて深く考えるようになった。 

もちろん、和歌山の生活には不便な面もある。交通機関が少なく、買い物の選択肢も大

阪ほど多くない。そのため、時々大阪や京都へ出かけることもある。しかし、大都市のに

ぎやかさを経験した後で和歌山に戻ってくると、不思議と安心感を覚える。今では、和歌

山は単なる留学先ではなく、自分自身を見つめ直し、成長させてくれる場所になっている。 

留学を始める前の私は、都市の便利さこそが豊かな生活につながると考えていた。しか

し、和歌山で暮らしてみて、人には時にはゆっくりと考え、自分の時間を持つことも必要

なのだと学んだ。和歌山で過ごした日々は、知識だけでなく、新しい価値観を私に与えて

くれた。これからもこの町での経験を大切にし、日本文化への理解を深めていきたいと思

う。 
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在和歌山发现另一种时间 
 

迟文慧 

日本語・日本文化研修留学生 中国 

 

来日本之前，我几乎不了解和歌山。和东京、大阪相比，和歌山并不有名，很多日本朋友甚

至会问我：“和歌山有什么呢？”但在这里学习和生活后，我逐渐感受到了它独特的魅力。 

 

中国的大城市生活节奏很快，人们忙于工作和学习，很少有时间享受生活。我也是在这样的

环境中长大的。 

 

而和歌山却完全不同。这里电车班次少，商店关门早，刚开始我觉得很不方便。但慢慢地，

我发现，人们并不急着追赶时间，而是按照自己的节奏生活。校园里常能看到学生坐在草坪

上聊天、看书，周末也有很多家庭在公园散步。 

 

和歌山人的热情也让我印象深刻。刚来日本时，我的日语不太好，但老师和同学总是耐心帮

助我，让我逐渐适应了这里的生活。 

 

留学期间，最难忘的是参加和歌山祭。大家一起抬神轿、庆祝节日，让我感受到日本传统文

化与社区生活紧密相连，这是一种非常珍贵的体验。 

 

虽然和歌山的交通和购物不如大城市方便，但每次从大阪或京都回来时，我都会感到安心。

和歌山不仅是我的留学目的地，更让我学会放慢脚步，重新思考生活方式。我希望今后继续

珍惜在这里度过的时光，也希望更多的人能够发现和歌山的魅力。 

 

 

 

 

 


